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の利用

大日向 浩





旭川医科大学研究フォーラム９(1)：４５～78,2008

TＲＰＣ 獲が実施きれるようになった。

アライグマの捕獲を依頼した阿部博士らのグループ

は、『アライグマが在来生態系に及ぼす影響評価と根

絶の実現可能性の検討』を共通テーマに道内の若手研

究者で構成きれ、2004年５月から毎年多くのアライグ

マを捕獲処分している。捕獲後は毛皮や食肉などの商

業需要が見込めないため、同グループでも感染症等の

検査用血清や食性調査用の消化管、年齢査定用の頭骨、

繁殖状況推定用の子宮、ＤＮＡ用被毛・筋などを採取

しているが、十分に検体を活用しきれない悩みを持つ。

このように、侵略的外来種である野生化アライグマ

は少なくとも今後何年かにわたって実験動物として無

償かつ豊富な個体数での提供を受けることが可能であ

り、ＴRPCを始めとした網膜、眼内筋における視覚・

遠近調節に重要な各種蛋白の遺伝子解析が可能である

こと、ざらには毛様体筋の単離細胞における収縮調節

に関与する受容体作動性陽イオンチャネルと信号伝達

機構の電気生理学的検討に有用な実験系となりうるこ

とが明らかとなった。
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図５ＰＣＲ産物のアガロースゲノレ電気泳動像

TRPC2とTRPC7は今回のプライマーとＰＣＲ条件で

は増幅きれなかった（図５，白抜き△)。

次に、今回ｍＲＮＡ抽脳後の組織破砕液中の蛋白質

をＳＤＳゲル電気泳動で分離後、抗ＴＲＰＣ（抗TRPC1、

３，４，４/５，６Ｎ末端、６Ｃ末端、３/6/7）抗体を用いた

Immunoblotを行った。ｍＲＮＡ抽出後の試料を用いた

ため各蛋白質は部分分解を受けているのか、予想分子

量域にバンドは見られなかったが、抗TRPC１，４/5,

6Ｎ末端抗体では分子量50K.前後の部位に明瞭なバン

ドが検出された。

[考察］

日本には棲息していなかったアライグマはい人気ア

ニメの影響で70年代からペットとして輸入後、遺棄や

逃亡などにより野生化していった。幅広い環境への高

い適応力と旺盛な繁殖力、さらには天敵が不在である

日本では急速に数を増し、４０を超える都道府県で棲息

が確認きれている。雑食性で食欲旺盛なため、農作物

のみならず生態系に致命的な打撃を与える恐れがある

他、狂犬病やエキノコックス症のなどを媒介すること

も懸念されている。2007年度の捕獲数は2306匹と年々

急増（図６、北海道庁発表データより）し、農作物被

害も農林水産省の2006年度調査では少なくとも16都道

府県で計約１億6400万円に上り、北海道は兵庫県につ

いで被害額が多いと報告された。現在、道内の生態系

からの排除を目指し、環境省や北海道、旭川市でも捕

[まとめ］

視機能研究のモデル実験動物として、野生化アライ

グマの利用の可否を検討した。眼球から毛様体組織の

摘出が比較的容易なこと、本組織のｍＲＮＡ抽出や

cDNA作製が容易に行えることが確かめられ、実際に

本組織においてｍＲＮＡレベルで少なくとも５種類

（TRPＣｌ、３，４，５，６）のＴＷＣが発現しているこ

とを明らかにできた。本種の視機能研究への利用は駆

除後の有効利用のみならず、視機能研究の有用な実験

系として期待できる。
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図６道内でのアライグマの捕獲数と農業被害額
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